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気をつけていただきたいこと
●この調査は、みなさんの日常の生活の範囲内で行っていただくものです。ですから、

この調査のためだからといって、わざわざふだんは行かないようなところへ出かける必

要はありません。

●人
ひと

気
け

のないところでは、一人で行動しないように注意してください。とくに、危険な

ところ、また立ち入りが制限されているようなところへは、お出かけにならないでくだ

さい。また、調査は日中の明るいうちに行うようにしてください。

●調査中に事故等に遭
あ

われてもお世話することができません。調査にあたっては事故や

ケガに十分注意してください。

●林には持ち主の方や管理されている方がいます。道をはずれて林に入る時には必ずそ

の方に声をかけ、了解をいただくようにしてください。

●林の持ち主の方や管理されている方と話すときは、調査の内容をよく理解していただ

くとともに、その林の歴史や手入れの仕方などについてお話を聞くようにしましょう。

●春の調査で集めていただくタンポポの花と果実
かじつ

（そう果
か

）は、種によってはその数が

少なくなっている地域もあるので、必要以上に持ち帰らないよう注意してください。

●調査中はハチなどの危険な虫に、十分に気をつけてください。

●お送りいただきました調査票や写真、タンポポやセミのぬけがらの実物はご返却でき

ませんので予めご了承ください。

●小学生以下の方が調査される場合は、危険防止のため、必ず保護者の方や先生がご指

導くださるようお願いいたします。

●調査するときには、23ページの参加証を持って行きましょう。

郡

市・町・村（特別区の場合は空欄）

区

（郡のある場合のみ記入）

（特別区・政令指定都市の
場合のみ記入）

林の場所（その場所の住所）

都・道・府・県

林の名前

地名
（字名・番地
等記入）

●あなたの調べている林の住所を記入して、これを見ながら調査票に
も同じように記入しましょう。


